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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年８月５日に提出いたしました第47期第１四半期（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報　

 第２　事業の状況

　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 
 
　第４　経理の状況

　　１　四半期連結財務諸表

　　　　　注記事項

　　　　　 (セグメント情報等)

　　　　　  セグメント情報

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

 

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

（訂正前）

＜省略＞

このような状況の中、当社及び連結子会社（以下、当社グループ）では、公共分野及び民間分野とも引き続き

受注拡大ならびに収益構造の改善に取り組んでまいりました。

その結果、売上高は2,519,282千円（前年同期比20.4％増）、営業利益は△89,379千円（前年同期は△114,045

千円）、経常利益は△75,860千円（前年同期は△99,862千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は△57,424

千円（前年同期は△69,302千円）となりました。

＜省略＞

 
（訂正後）

＜省略＞

このような状況の中、当社及び連結子会社（以下、当社グループ）では、公共分野及び民間分野とも引き続き

受注拡大ならびに収益構造の改善に取り組んでまいりました。

その結果、売上高は2,519,282千円（前年同期比20.4％増）、営業利益は△89,379千円（前年同期は△114,045

千円）、経常利益は△75,860千円（前年同期は△99,682千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は△57,424

千円（前年同期は△69,302千円）となりました。

＜省略＞
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第４ 【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（訂正前）

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

  外部顧客への売上高 1,227,379 1,241,902 2,519,282 ― 2,519,282

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,227,379 1,241,902 2,519,282 ― 2,519,282

セグメント利益 61,902 138,102 200,005 △289,384 △89,379
 

(注) １．セグメント利益の調整額△289,384千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部費

△42,790千円及び全社費用△246,594千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

 

 

（訂正後）

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

  外部顧客への売上高 1,277,379 1,241,902 2,519,282 ― 2,519,282

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,277,379 1,241,902 2,519,282 ― 2,519,282

セグメント利益 61,902 138,102 200,005 △289,384 △89,379
 

(注) １．セグメント利益の調整額△289,384千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△42,790千円及び全社費用△246,594千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。
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